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世界大会報告会 
Bridgestone World Solar Challenge 2015 クルーザークラス準優勝 

Thanks for visiting Kogakuin University. 
Kogakuin University Solar Vehicle Project won the 2nd place in cruiser class on the Bridgestone World Solar Challenge 2015.  

Our vehicle is the fastest cruiser in the world.  



Stage1/Stage2 ともに１位でゴール 
我々のスピード戦略は正しかった 
カーレースを追求できた 



レーシング 
世界最速クルーザー 
  コンペティターとして、 
   すべての力を出しきった 
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世界舞台への応援 お礼を申し上げます 
Kogakuin University Solar Vehicle Project 



5 

ダーウィン 
スタート地点 

スチュワートハイウェイ 
公道３０２２ｋｍが舞台 

アリススプリングス 
クルーザークラスは中間地点で，外部充電（コ

ンセントから）が１回のみ許される 

９つのポイント 
９つのコントロールポイントで 

３０分間の停車しなくてはならない 

アデレード 
ゴール地点 

Bridgestone World Solar Challenge 2015 

46チーム，25か国（全クラスエントリー数） 

２０１５年１０月１８日～２５日 

※直前の辞退チームあり 



CLASS 
Bridgestone World Solar Challenge 2015 

３つのクラス 
 
  工学院大学は，日本から唯一 
 
     クルーザークラスに参戦 
  

４輪 １人乗り 

４輪  ２人乗り以上 

３輪  １人乗り 
 
 
（過去のレース車両など） 

チャレンジャークラス 

クルーザークラス 

アドベンチャークラス 

2013年に新設されたクラス 
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Cruiser Classes 
Bridgestone World Solar Challenge 2015 World map 

オランダ  
Solar Team Eindhoven 

 

 
イギリス 

Ardingly College 
 

 
ポーランド 

Lodz Solar Team 
 

 
ドイツ 

Bochum University of Applied Sciences 
 

 
トルコ 

ITU Solar Car Team 
 
 

アメリカ 
University of Minnesota   

日本 
工学院大学 
 

 
シンガポール  
SunSPEC 
 
 
インドネシア 
Institut Teknologi Sepuluh Nopember 
 
 
香港 
Hong Kong Institute of Vocational Education 
 
 
オーストラリア 
Sunswift 

 
 
イラン 
University of Tehran Solar Car Team 

 

withdraw 
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Ext.energy (Kwh)  
外部コンセントからの供給量（ア

リススプリングスにて） 

Time  
３０２２ｋｍの走行にかかった時

間. 

Person-km  
搭乗者を乗せた総合距離 

Practicality 
実用面の採点スコア 

15% 

10% 

5% 

70% 

Final Score 

4項目を下記の割合で足し算したものが 

最終スコアとなる SUM 

Cruiser Class Score 
Bridgestone World Solar Challenge 2015 

4項目を足した合計で競う 

スピード 

外部充電 

搭乗者数 

実用点 

スピード 

外部充電 

搭乗者数 

実用点 
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Cruiser Class Score 
Bridgestone World Solar Challenge 2015 

レギュレーション変更点：  ①得点比率が変更  ②外部充電が３回から１回に減少 

18.9% 

18.9% 

5.7% 

56.6% 

Final Score 

実用面の比率が高い 

2013 

15% 

10% 

5% 

70% 

Final Score 

速度の比率が増加 

2015 

外部充電 

スピード 

搭乗者数 

実用点 

外部充電 

スピード 

搭乗者数 

実用点 

3回充電可能 １回充電可能 

減少 

増加 
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Top5 Cruiser Class（総合結果） 
Bridgestone World Solar Challenge 2015 

1位  Eindhoven (オランダ）  2位 工学院大学 （日本） 3位 Bochum（ドイツ） 

4位 Sunswift (オーストラリア） 5位 Minnesota （アメリカ） 

Photo by Zero to Darwin 
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スピードの得点差を広げれば優勝できる計算を設計段階で得ていた．（得点比率のスピードが約15％UPし
て7割に増えたこと．実用点と外部充電の得点比率が下がったことによる．）大会側の実用点基準が不明
確で，確実に勝利するためにはスピード戦略が有利と考えた．もし，実用点に重きを置く戦略では，今回の
ドイツBochumのように，よい順位は得られないと当初から推測していた． 

工学院大学の巡航速度は90km/h～100km/h，敵チームの巡航速度は高くても70km/h～80km/h.公道
試走での偵察や空力計算から敵チームの性能分析は的中した．これより，実用点が低くても，搭乗者１名で
も，優勝できることをレース直前に確信していた．搭乗者数の得点は100点満点中で最大5点．敵チームの
マシンエネルギー損失から最大2名しか搭乗できないことを知っていた．2人搭乗で5点，１人搭乗で2.5点と

なる．工学院大学は1名搭乗にして2.5点は最初から捨てて，スピートで差をつける戦略とした． 

工学院大学の戦略 
なぜ，スピード戦略を選択したのか？ 

外部充電は3回から1回に減少した．例年，曇りの日があり，クルーザークラスの空力性能では，外部充電
をしないと，天候でリタイアとなる可能性が高い．ただし，外部充電は，電力計が設置されておらず，コンセ
ントにプラグをさしたのみで「フル充電」とみなされる．工学院大学は電力計を設置して，正確なエネル
ギー収支を外部充電の得点に考慮してほしいと望む．もし設置されていれば，太陽光と外部充電の同時
充電を選び，今回のスピード戦略はさらに有利になった．工学院大学が外部充電した理由は，Stage2でさ
らに差を開く戦略（Stage1は追い越しが多く，差がつきにくい）， 天候悪化の予報があり，確実性を重視し
て外部充電を選択した．外部充電の終了した時刻は25：00であり，太陽パネルのみでの充電は不可能で
あった．Stage2は，外部充電を利用して満充電でさらにスピードを上げて差を広げる作戦であった．しかし，
Stage2の初日から70km/hの速度制限のペナルティを受けることになる．波瀾を生むことになった． 
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レース直前にルールが変わる 
Bridgestone World Solar Challenge 2015 

レース開始直前の2日前に，2ステージ制および曖昧なルールが伝えられた 

Stage1 : Darwin ～ Alice Springs 
 
               
 
 
Stage2:  Alice Springs ～ Adelaide 

Stage1 

Stage2 

• Day1(18日）～Day3（20日） 
• Day3の夜はアリススプリングスに全車が停車義務 
• Day3の夕方にイベントあり⇒中止になる 

• Day4(21日）～Day6(23日） 
• Day4の朝8時にアリススプリングスを全車一斉スタート 

クルーザークラスは黎明期． チームは，不確定なルールで，レースを進めた． 

アリススプリングスでの戦略は直前まで不確定だった 
大会側は詳細を決めていない状況だった 



スタート直前の２日前（10月16日）に 
ルールの詳細が配布された 

2ステージ制になる 
2ステージが最終的にどう採点されるか？は不明だった 



実用点の採点基準が不明確 
 
レース２日前，実用点の基準は不明確だった． 
 
実用点の審査員は，テスラ，TV局のアナウンサー 
など．レギュレーションを熟知していない人． 
主観が入りやすい体制と考える． 
 
実際は，運転技量もコンテストがあった． 
・坂道発進 
・縦列駐車 
・狭い場所での3点ターン（Uターン） 
・5分以内に荷物を積む 
 
工学院大学はこれらすべての審査をクリアする． 
しかし，複数項目の得点配分は現在も不明のままである． 



Day3 アリススプリングスに停車義務 
17：30からイベントがあり停車義務が求められていた． 
しかし，イベントは開催されなかった 

Day4の朝8:00 アリススプリングスから一斉にスタート 

大会側の日程ミスプリ 
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ダーウィン キャサリン ダンマラ テナントクリーク バロークリーク アリススプリングス 

Eindhoven

Arrow

Bochum

Michigan

Western Sydney

Punch Power Train

Team Solaris

Tokai

Principia

Kanazawa

GAMF Hungary

Twente

Stanford

Tehran

Goko

Lodz

Anadolu

Nuon

Minnesota

Toront

Nagoya

Kogakuin

Kogakuin 11:17 

Twente 8:45 

Nuon 8:46 

Michigan 8:58 

Tokai 9:08 

Punch Power Train 9:12 

Stanford 10:26 

Hungary 10:56 

Arrow 11:35 

Eindhoven 12:06 

チャレンジャークラス 
TOPチーム 

工学院大学は，ダーウィンを22位でスタート 
する（Eindhovenと約20分遅れでスタート）．アリ
スススプリングスまで13チームを抜いた．クルー
ザークラスTOPでゴールした．チャレンジャークラ
スのTOPチームに迫ったタイムでゴールしてい
る． 
一方，Eindhovenは，予選１位でスタート． 
追い越しの必要はなく，越される身であり，追い
越しのエネルギーの必要性はなかった． 
工学院大学は追い越しのうえ，１位でゴールし

て，高速走行をみせた． 

工学院大学 全クラス中22位からスタート 

10
チ

ー
ム

抜
き

 13
チ

ー
ム

抜
き

 

Stage1の快走 13チームを抜き 
クルーザークラス1位でアリススプリングスへゴール 

Stage１は，バッテリ残量は22％を残した．追い
越しに使うエネルギーを確保しておく必要と，アリ
ススプリングスのルールが曖昧であり，保守的に
レース展開したことによる．ただし，Stage1の後
半は最高速で進み，残りのエネルギーを最大限
に活用してエネマネはやれることをした． 
アリススプリングスでの充電は，Stage２で差をさ
らに広げることを戦略として外部充電を選択し
た．外部充電の終了時刻は２５時であり，外部
充電をするかしないかは，天候予測も含め，困
難の判断をきわめた．太陽電池のみではStage
２の差を開く作戦に必要なエネルギーは不足と

判断した． 



KGU  
Solar Vehicle Project https://www.facebook.com/KGUsolarcar 17 

Stage２ 初日：外部からのフル充電を得て，これから圧倒的な差を広   
         げようとしたとき，波瀾が待っていた 

Stage2の波瀾  
速度70km/hか？トレーラー運搬（リタイア）か？の選択 

• Stage2の午前、工学院大学は巡航100km/hの速度で2位以下を圧倒的に離した．午後は引き続き 
  圧倒的な差をつけようと，順調に走行していた． 

 
• 午後1時，突如，オフィシャルカーが現れ，工学院大学に「トレーラーで次のコントロールポイントまで運ぶ
か？時速70km/hに制限するか？のどちらかを選択するように」と無線が入る．ドライバの気の緩む時間帯
で，車体ふらつきを指摘された．しかし，このペナルティは，納得がいかない．なぜならば，レギュレーションに 

  記載がないからだ．また，チャレンジャーも含めて他チームもふらつきが多くみられた． 
 
• チームは，抗議にドライバーチェンジと安全確認のため２度の停車をした．２度の停車は２０分以上におよ
ぶ． 

  また，安全に停車できる場所を探すため，低速走行も伴った．低速走行と停車により，2位のEindhovenは 
  工学院大学に迫ってくる．すぐに決断をしなくてはならなかった．オブザーバも「I am sorry」のみで対応がで 
  きない．マシンにトラブルはない，トレーラー運搬のリタイヤはできない．オフィシャルカーはすぐに立ち去り，   
  チームはあえなく70km/hの走行を選ぶしかなかった． 
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Day4とDay5：70km/h制限は4時間40分と停車20分におよんだ 

• オブザーバの記録ブックには，我々がオフィシャルとのやり取りをした最終の時間が記載された．しかし，実際 
  の低速走行は午後１時から続いていた．そして，Day５の朝まで続いた．Day4は約4時間の70km/h速度制限 
  と停車20分がチームに課せられた．次のコントロールポイント（クーパーペディ―）へは遠く，Day5の朝8時にキ 
  ャンプ地をスタートをしてから，同行するオブザーバの指示で70km/h制限が続いた．Day5は42分間の70km 
  /h制限を守り，ようやくコントロールポイントに到着した． 
 
• 結果，チームは低速走行を約４時間40分，停車20分間を受けた．再度，抗議するため，車両に異常がない 
  ことを示す走行ビデオを撮影した．チームに同行しているオブザーバは実際の走行が安定であることを認 
  め，記録ブックに，「Absolutely Stable : 完全に安定している」と記載した． 

 
• コントロールポイント（クーパーペディ－）で，オブザーバから大会側へ申し出をしてもらい，我々の撮影ビデ 
  オもあわせて提示した．あっさり70km/h制限は，解除された．しかし，なぜ70km/hだったのか？ 70km/h 
  の数値根拠はいまでも不明のままである．さらに，なぜリタイヤとなるトレーラー運搬を強制的に選択せよと言 
  われたのかは分からない．これらのペナルティは，レギュレーションに記載されていない．結果，クーパーペデ 
  ィに，Eindhovenと１分差，ほぼ同着で到着することになった．我々のスピード戦略が崩れたときであった． 

Stage2の波瀾  
速度70km/hか？トレーラー運搬（リタイア）か？の選択 
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Stage2 初日 （Day4) 
70km/h制限またはトレーラ運搬（リタイヤ）の選択を求められる． 
急な指摘に，停車して困惑するチーム 

コントロールポイント(クーパーペディ）で提示したビデオ 
車に故障はなく，車体は安定であることをビデオで証明した． 
同行するオブザーバは，「Absolutely Stable : 完全に安定している」と 
ログブックに記載した．速度制限があっさりと解除された． 

Stage2の波瀾  
速度70km/hか？トレーラー運搬（リタイア）か？の選択 
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Stage2の波瀾 

速度制限解除後，法定速度で差を広げることに必死だった． 

Ave Speed (平均速度） 

96.8km/h 
ポートオーガスタam8:00発 
アデレードam11:07着 
距離302km 
アデレード市内は渋滞 

• 速度制限解除後，少しでも差を広げたいと必死だった． 
• 一般車両の最高速度制限で走行した（110ｋｍ/h） 
• 交通法定上，これ以上の高速走行は不可能 
• ゴールでバッテリ残量17.99％が余った．理由は，Stage２の70km/h 
  制限による影響と余剰分である．ドライバとエネマネは鋭意を尽くした． 
 

アデレード市内は渋滞で低速 

一般車とバトルをしているかのうようだった 



ミスひとつなくレーシングを遂行  

状況別チェックシートで管理 

TODOリストを常時作成 

ミーティングで役割分担・情報共有 

ミスを防ぐ道具を製作 

メカニック 

メディア 

ドライバー 
充電 

キャンプ 

給油 

偵察，買い物 
コントロールポイント 

料理 

戦略 

運営 

充電場所 

確実性を追い求めた 

自作タイヤチェンジャー 



過酷な環境でレースを遂行  

キャンプ 
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Stage1/Stage2ともに1位でゴール 
Bridgestone World Solar Challenge 2015 

Stage 2 (2位との差：48分） 

ポールポジション 
アリススプリングス発 

Cruiser Class 1位でゴール 
     アデレード着 

Stage 1 (2位との差：44分） 

全クラス中２２番手スタート 
ダーウィン発 

Cruiser Class1位でゴール 
 アリススプリングス着 

全行程で2位と，92分差をつけて1位でゴール 
 さらに差をつける予定であった 
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実用コンテスト 
実用点を決めるコンテスト 10月24日 

１．外部審査員へのアピール 
２．坂道発進 
３．縦列駐車 
４．３点Uターン 
５．5分以内に荷物を積めるか？ 

5項目が審査された 

２．坂道発進（卵をつぶしてはダメ） ３．縦列駐車（4つのポールの中へ駐車） ４．3点Uターン（狭い場所で） 

１．外部審査員へのアピール 

５．5分以内で荷物を積めるか？ 

Photo by MostDece 

5項目の審査基準，配分，得点結果については公開されていない 
2から4は実用というより，運転技術では？ 
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最終結果 

5台完走 

3.66差 
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工学院大 Eindhoven Bochum SunSwift Minnesota

Cruiser Class 各得点 

外部電源 スピード 搭乗者数 実用点 

3.66点差 
差は70km/hの制限で予定を下回った． 

実用点はSunSwiftと同程度 
採点基準はわからず 

搭乗者数は予定どおり． 
2.5点を捨てる 
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工学院大学 vs. Eindhoven 
Bridgestone World Solar Challenge 2015 

工学院大（日本） 巡航速度90km/h～100km/h 巡航速度70km/h～80km/h 

Vs. 

日本 

オランダ 

戦略：スポーツカー 戦略：ファミリーカー 
70km/hの中速度を常時維持して，無難にこなした． 
音楽が聞ける，ナビゲーション，車内の電化をアピール 
メディア戦略はレースを有利に進めた． 
学生は授業を受けず，ソーラーカーのみに専念できる環境 

クルーザークラスでもチャレンジャークラスと同様な高速走行が可能 
災害時などの非常電源設備としての応用をアピール 
100km/hを超える高速走行が可能だが，大会より速度制限を受けた 
学生は授業を受けて，課外活動として大会へ望む 

Eindhovenの巡航70km/h～80km/hは，とくに速いわけではなく，全面投影面積とCd値から妥当な速度． 
中程度の速度（70km/h代）を終始キープして，無難なレース展開を維持した． 

レース前の 
工学院大学による解析 
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ヨーロッパ勢のメディア戦略 
ヨーロッパ勢は，プロが撮影してインターネット配信を行い， 
レース結果や実用点の印象UPに大きく影響を与える戦略だ． 
日本チームも次回に見習うべきところ 
世界大会の勝利への体制は徹底している 
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シークレットウェポンは下級生 
Bridgestone World Solar Challenge 2015 

AE 

Tubasa Yoshimoto 
Aerodynamics & Energy 

今後に向けてチーム力の強化を図るため，参戦した半数以上は下級生． 

下級生の空力担当は５名が担当しています．上級生による意匠設計から解析までの空力開発を補助。 
 
難しいボディ曲面のモデリングを習得。チーム設計者も認める逸材。工学院大学チームは，下級生 
 
からの人材力アップにつとめ，全学科からのメンバーで世界へ挑戦しています． 
 

機械工学科2年生 
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レース総括 
• クルーザークラスは，実用面の設計要件があり，他の学生カーレースにない，車の設計が可能で，魅力的である． 
  今後，ソーラーカーレース・スポーツの主流になりえる．とくに，ヨーロッパ勢を中心に海外の注目は高く，アジアか 
  らも参戦している．勝利よりも，実用車の製作に重きを置いているドイツのBochomのようなチームもある．今回大会 
  のように，スピードと実用のどちらを重視するのか？ さまざまな取り組み方と車両製作が可能である．ただし，黎明 
  期でレギュレーションは未完成といえる．国際コンペティションとして採点基準の早急な整備が必要であると要望す 
  る． 
 
• 工学院大学はWorld Solar Challengeをレース・スポーツとして考えており，今回のレギュレーション範囲で勝利を収め 
  るために，スピード戦略を選択した．この選択は正しかった．カーレースというコンペティションとして，レギュレーション 
  を解釈して，最高のカーレースを完遂できたことに満足している．   

 
• カーレースというコンペティションで，高速走行をしたドライバーは体力と気力をフルに出し切った．メカニックはミス 
  なく昼夜の整備をし，キャンプ班とメディア班はチームを支え，レーシング・コンペティションを完遂した．工学院大学は， 
  次のレース作りに，下級生を半数以上，投入して経験を積ませることができた． 
 
• 工学院大学はCruiser Class 準優勝の成果に感無量である．クルーザークラスは低速でなく，チャレンジャークラス 
  同様の高速走行が可能であることを，世界に示すことができた．Stage１とStage2ともに最速でゴールでき，レースを 
  真に追求できたことに満足している． 

 
• 今後について，来年の6月頃に新しいレギュレーションが発表されるまで方針を定めることは難しい．日本を代表す 
  るソーラーカーレーシングチームになれるよう，勝利にこだわり，継続していく所存である． 

 



For Your Coming! 

/KGUsolarcar 

Thank You 


